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■日時
平成26年8月19日（火）13：30～ 16：00

■場所
サイカパーキング株式会社 会議室

■技術企画委員会とは
・自駐工運営の柱である技術認定運営の企画・推進を司
る委員会
・主な業務は、認定技術審査基準の作成、管理
認定技術基準の会員への徹底と、技術審査委員会との
連携による審査推進拡大

■直近の活動状況と課題
・技術認定の重要性の会員との共有
・国・自治体に対しての、アピール活動
・認定技術基準の改訂や新規技術認定基準の作成
・機動的審査体制の検討

■今回の委員会で議論されたこと
①技術認定の重要性内外への広報活動
（業界誌等の活用）
②会員に対する研修会等の実施検討
③ラックメーカーとの懇談会検討
④個別ロック式ラックの認定基準作成ロードマップ
検討（27年度審査開始予定）
⑤工業会出荷統計の継続

技術企画委員会 開催報告

認定シール

認定書 昇降式上段サイクルラックの
技術基準

認 定 書

○○○○株式会社 殿
貴社製造に関わる下記の機種は

昇降式上段サイクルラックの技術基準に適合した製品と認め

ここに認定書を発行致します

平成○○年 ○月 ○日

一般社団法人
自転車駐車場工業会

技術審査委員会

機種

垂直式二段ラック ○○○○○型
認定番号：○○○○-○○○○
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図—２ 昇降式上段サイクルラックの操作手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（例）

持ち上げる際は、両手でラックを
持って上げて下さい。
※かごの荷物等は、持ち上げる
前にお取り下さい。

昇降式ラックが固定される位置まで上げて
下さい。
※20kgを超える自転車は上の段に入れ
ないで下さい。ラックが下がり、危険です。

 

 
 

 

図—２ 昇降式上段サイクルラックの操作手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（例）

下の段のラックを左右に動かし、
昇降式ラックを下げるためのスペー
スを確保して下さい。

赤いレバーを引きながら、両手で
ラックを持ってストッパーがかかる
位置まで下げて下さい。
※手を離すとラックが上がります。

自転車を出した後、必ず昇降式ラックを所
定の位置まで戻してから、退出して下さい。
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図-2　昇降式上段サイクルラックの操作手順

図は取扱説明書の例（昇降式上段サイクルラック）

昇降式上段サイクルラックの操作手順　　
(例)中折れ型

持ち上げる際は、両手でラックを持っ
て上げて下さい。
※かごの荷物等は、持ち上げる前にお
取り下さい。

④ 昇降式ラックが固定される位置まで上げて下さい。
※20kgを超える自転車は上の段に入れないで下
さい。ラックが下がり、危険です。

⑤

下の段のラックを左右に動かし、
上段のラックスペースを確保して
下さい。

① 上の段のラックを下に降ろして
下さい。

② 自転車をラックに乗せて下さい。その
際タイヤが奥のレバーに当たるまで
押し込んで下さい。

③

下の段のラックを左右に動かし、
昇降式ラックを下げるためのスペー
スを確保して下さい。

① 赤いレバーを引きながら、両手で
ラックを持ってストッパーがかかる
位置まで下げて下さい。
※手を離すとラックが上がります。

② 自転車を出す際は、自転車を下に押さ
えながら、引き出して下さい。

③

自転車を出した後、必ず昇降式ラック
を所定の位置まで戻してから、退出し
て下さい。

④

必ず、タイヤでレバーを押して下さい。

必ず、レバーを引きながら
ラックを下げて下さい。

必ず、自転車を押さえながら引き出して下さ
い。

安全安心社会の実現の為に、総合的先進システムを取り入れ、
心のこもった自転車駐車場の普及活動を国際的視野で行い、
自転車駐車場工業会の社会的地位の向上を目指します

一般社団法人

自転車駐車場工業会ニュース
事務局： 〒 103-0016  東京都中央区日本橋小網町 7-2
 TEL  03-3663-6284　FAX  03-3667-0057
 URL  http://www.jichuko.net/
 E-mail  jic3533@jichuko.net
 スマートフォン用サイト  http://www.jichuko.net/sp/
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会社メッセージ

アマノ株式会社は1931年に創業し、国産初のタイム
レコーダーを世に送り出して以来、「人と時間」「人と
環境」を企業テーマに掲げ、顧客ニーズに適合したさ
まざまな製品やシステム、サービスを提供して参りま
した。1967年に駐車券発行機（アマノパーキングマス
ター）の販売よりパーキング事業に参入し、情報ネット
ワーク化、キャッシュレス化、モバイル化と、常に進化
する時代にマッチした最先端の駐車場管理システムと
ソリューションを提供し続けています。

駐輪事業紹介

駐車場事業において培ったノウハウをベースに、
2004年頃より駐輪事業に本格的に参入し、自治体な
どのお客様より高い評価をいただいております。今後
も、先進技術を活かした製品および豊富なサービスメ
ニュー（保守、管理受託など）により、利用者にとって
も管理者にとっても使いやすく、快適で集客力のある駐
輪場づくりをお手伝いいたします。

主要製品紹介

駐輪場向け製品としては、ゲート式システム、個別ロック式システム、定期更新機などを中心に、実用性が高いシス
テム機器をご提供しています。

ロック式集中精算機 UT-4000

バイクロック装置 UT-1300

自転車ロック装置 UT-1700R

ゲート装置 UT-1500

アマノ株式会社

多様な形態、多様なニーズに応える駐輪場・駐車場で
人・自転車・クルマの快適な街づくりを支えるno.27

会員企業紹介

アマノ株式会社
本社／〒222-8558 横浜市港北区大豆戸町275
TEL  045-401-1441（代）　FAX  045-439-1150
http://www.amano.co.jp/

DATA


